
210

学 会 記 事

第66回新潟画像医学研究会

日 時 平成 24年6月16日(土)
牛後2時～

会 場 ANAクラウンプラザホテル新潟

3階 飛報の間

I.一 般 演 題

1 冠動脈 motionilrtifilr1が拡張期画質に及ぼす

影響について :高時間分解能 lISCTによる検

討
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【目的】高い時間分解能を有しているDSCT装

置を用いて施行した冠動脈 CTA検査データを用

いて,SCCT区域分類各セグメント別,各枝別の

静止心位相,および各校の本幹 ･側枝の静止心位

相について検討した.

【方法】対象症例は,新潟大学医歯学総合病院

にて,2009年 10月から2011年 10月までに冠動

脈病変評価を目的として,冠動脈 CTA検査が施
行 された症例 66例で,低心拍 (70未満)群 41

例,高心拍 (70以上)群 25例である.CT装置は

SOMATOMDefinitionFIASHで.30両傑作戊お

よびデータ解析にはAquer豆usWSを用いた.

【結果】
H IAP枝では高心拍数群,低心拍数群の間の

画質に差がなかったが,セグメン ト③および⑩,

RCA枝および LCx枝においては着意に高心拍群

で画質が低下した.

2)Ⅰぷ )桟,LCx枝では側枝を含めたものの方

で評価が高くなった.

【結語】拡張期心位相で再構成を行 う場合は,

側枝の影響が少なく,本幹に留意した心位相で良

いことが示唆された.

2 死後CTにおける大動脈変形 ;生前CTとの比

較
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【目的】同一患者で生前と死後の CTを比較 し,

大動脈の死後の変形を評価する.

【対象と方法】生前 ･死後にCTを行った58例

(胸部CT44例,腹部 CT57例)を対象とした.隻

前 ･死後 CTそれぞれで,上行大動脈,下行大動

派,腹部大動脈の径を測定し,長径 ･短径比を算

出した.

【結果】すべてのレベルで大動脈は死後に有意

に収縮した.下行大動脈と腹部大動脈は有意に扇

平化した.

【結論】死後 CTでは大動脈はすべてのレベル

で収縮し,下行大動脈と腹部大動脈で有意に扇平

化した.死後画像診断では大動脈の死後の変形に

注意する必要がある.


